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7．盗用・無断使用による責任 
（1）執筆者は、執筆原稿が第三者である著作者の権利または他人の権利、もしくは名誉・

プライバシー等を侵害していないことを確認し、所定の誓約書に署名のうえ，原稿とと

もに編集委員会に提出するものとする。

（2）執筆原稿により権利侵害等の法的紛争が生じ，当センターならびに第三者の権利を侵

害した場合には、その一切の責任を執筆者が負うものとする。 
（3）著作権違反の事実が確認された場合、当該原稿をジャーナルのコンテンツから削除す

る場合がある。 

8．発行回数 
本誌は年 2 回、3 月および 9 月に発行することを原則とする。 

9．締め切り 
毎年 6 月末日，12 月末日とする。 

10．提出先、問い合わせ先 
成城大学治療的司法研究センターE-mail アドレス（rctj@seijo.ac.jp）宛に送信すること。 

11．公開の許諾 
成城大学治療的司法研究センターホームページ内で電子ジャーナルとして公開する。執

筆者は、電子ジャーナルによる著作物の公開に同意したものとする。 

12．その他 
（1）本要綱中の「編集委員会」とは、成城大学治療的司法研究センター内に設置した治療 

的司法ジャーナル編集委員会をいう。 
（2）治療的司法ジャーナルは、編集委員会が本要綱に基づいて編集・公刊する。

（3）本要綱は、編集委員会の議を経て、改定する場合がある。

（4）著作権に関し、本要綱にない事項については、著作権法に拠るものとする。

（5）原稿料は無料とする。

（6）抜刷りの著者贈呈は行わない。

治療的司法ジャーナル編集委員会 
2017 年 12 月 31 日 
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今号は３つの論稿を寄稿いただいた。いずれも力作、野心作であるが、その一つ、島亜紀氏による論稿は治療的司
法研究センターが企画した長野県刑事３施設見学の経験を元にした内容で、矯正場面にもTJ 的視点を持ち込むこと
を主眼とする。見学に当たっては同じくセンター客員研究員である東本愛香氏（千葉大学）にコーディネートいただ
いた。記して感謝申し上げたい。
今号からセンター活動記録を、前任PD研究員の金澤由佳氏から渡邉友美氏にバトンタッチいただいた。次々と

優秀な若手研究者をスタッフとして迎えることができて恵まれている。昨年センターは大きな学術イベントの開催で
大変であったが、２０２４年には初めての外部評価を実施し、研究体制について客観的中立的評価を頂く。小さな研
究機関であるが、そのインパクトは出来るだけ大きなものを目指していく。各方面のご指導ご鞭撻を請う次第である。




